
 

 

 

国際平和への貢献におけるビジネスの役割を促進することを目的に、「2025 ひろしま国際

平和＆ビジネスフォーラム」（旧「世界平和経済人会議ひろしま」）を５月 30 日及び 31 日の

２日間（※）、ハイブリッド（会場・オンライン）で開催します。 

フォーラムの基調講演では、倫理と資本主義は融合できるという「倫理資本主義」を提唱

する、哲学者でボン大学教授のマルクス・ガブリエル氏に御登壇いただきます。　 

その他にも、国内外のグローバル企業の CEO や上級顧問等、グローバルリーダーについて

多数登壇が決まっています。 

経済界等とのネットワークを強化し、広島から世界に向けた、平和と経済の関係性を意識

した持続的な対話・取組を促す発信をしていきます。 

本フォーラムについて是非取材を御検討ください。 

（※）29 日には非公式会合を実施 

主な登壇者 

 

 

 

 

 

 

 
■開 催 日 程 令和７年５月 30 日（金）～５月 31 日（土）

 
■会　　　場 グランドプリンスホテル広島　２階「瀬戸内」/ オンライン同時配信

 
■テ　ー　マ 分断を深める世界と経済人の役割：平和・サステナビリティ・テクノロジーの未来

 ■プログラム 

　登壇者 
(日英同時通訳有)

別紙参照　※プログラムは現状案であり、変更可能性を含みます。

 ■参　加　費 無料

 
■参加申込期限

会 場 参 加：令和７年５月 16 日（金）⇒令和７年５月 23 日（金）に延長 

オンライン参加：令和７年５月 29 日（木）

 
■参加申込方法 

（一般参加）

専用サイトからお申込みください。 

（会場かオンラインか選択。会場は定員 300 名、オンラインは制限なし） 

https://events.nikkei.co.jp/72101/

 
■主　　　催 広島県、へいわ創造機構ひろしま（略称 HOPe）、株式会社日本経済新聞社

 ■メディア 

　パートナー
英国フィナンシャルタイムズ

 
■協　　　賛

ドリームベッド株式会社、マイクロンメモリ ジャパン株式会社、丸井産業株式会社　　 

ほか

全セッションの登壇者決定！ 

基調講演には哲学界のロックスター、マルクス・ガブリエル氏登壇 

「2025 ひろしま国際平和＆ビジネスフォーラム」 

日時：令和７年５月 30 日（金）～５月 31 日（土）　会場：グランドプリンスホテル広島

資　料　提　供 
令和７年５月 14 日 

課　　名：平和推進プロジェクト・チーム 
担 当 者：山本 
内　　線：2365 
直通電話：082-513-2366

議長　新浪 剛史氏 
サントリーホールディングス

株式会社代表取締役会長

経済同友会代表幹事

鈴木 一人氏 
東京大学  

公共政策大学院教授 
公益財団法人国際文化会館  

地経学研究所長

ジョン・V・ルース氏 
ジオデシック・キャピタル社 

パートナー兼共同創業者 
元駐日米国大使

メーガン・オサリバン氏 
ハーバード大学 
ケネディスクール　 
ベルファー科学・ 

国際問題センター所長

ダグラス・ピーターソン氏 
S&P グローバル 

上級顧問、 
前社長兼 CEO

マルクス・ガブリエル氏 
哲学者/ボン大学 教授 

撮影／中林香

【今回決定】

※令和７年４月 18 日発出のプレスリリースからの変更点について見え消しにしています。 
み



※タイトル・登壇者は急遽変更する場合があります。 

 
令和７年５月 30 日（金）

 
　開会・ひろしま宣言 発出 
　　10：00～10：30

　挨拶・ひろしま宣言 発出　 
・　サントリーホールディングス株式会社 代表取締役会長/経済同友会代表幹事　 

新浪 剛史氏 
・　広島県知事　湯﨑 英彦氏

 　基調講演 
　　10：30～11：15

・　哲学者/ボン大学教授　マルクス・ガブリエル氏　

 

　全体セッション① 
　　11：25～12：35

　資本主義・世界経済・ビジネスの未来と世界平和 
 【登壇者】 

・　ジオデシック・キャピタル社 パートナー兼共同創業者/元駐日米国大使　 
ジョン・V・ルース氏 

・　S&P グローバル上級顧問 前社長兼 CEO　ダグラス・ピーターソン氏 
・　慶應義塾大学総合政策学部教授/公益財団法人国際文化会館  

常務理事　神保 謙氏 
・　フィナンシャル・タイムズ 東京支局長　レオ・ルイス氏 
・　東京大学大学院 経済学研究科 教授　柳川 範之氏 【モデレーター】

 

　全体セッション② 
　　12：45～13：55

　生成 AI と人類の未来 
 【登壇者】 
  ・　AI セーフティ・インスティテュート 所長/ 

SOMPO ホールディングス株式会社 執行役員常務 グループ CDaO/ 
損害保険ジャパン株式会社 執行役員 CDaO　　村上 明子氏 

・ シナモン AI 会長兼 CSDO/日立 Lumada Innovation Hub Senior Principal/ 
鎌倉市スマートシティ 推進参与　加治 慶光氏 

・　マイクロンメモリジャパン株式会社 開発部門 シニアバイスプレジデント　白竹 茂氏 
・　株式会社日本経済新聞社 広島支局長　宮澤 徹 【モデレーター】

 

　全体セッション③ 
　　14：05～15：15

　グローバルサウスの台頭と世界秩序の変容 
 【登壇者】 

・　ハーバード大学ケネディースクール ベルファー科学・国際問題センター所長/ 
国際問題実務学ジーン・カークパトリック記念教授　メーガン・オサリバン氏 

  ・　東京大学公共政策大学院教授/公益財団法人国際文化会館 地経学研究所長　 
鈴木 一人氏 

・　慶應義塾大学法学部教授/公益財団法人国際文化会館　地経学研究所研究主幹　 
細谷 雄一氏 

・　国連訓練調査研究所（ユニタール）広島事務所長　三上 知佐氏　【モデレーター】

 

　全体セッション④ 
　　15：25～16：35

　戦後 80 年からの復興 日本から世界へ 
  【登壇者】 

・　株式会社三井住友銀行 取締役会長　髙島 誠氏 
・　公益財団法人 Well-being for Planet Earth 代表理事　石川 善樹氏 
・　株式会社サンフレッチェ広島　相談役/広島経済大学スポーツ経営学科　客員教授 

　　　仙田  信吾氏 
・　シブサワ・アンド・カンパニー株式会社代表取締役/コモンズ投信株式会社会長　 

渋澤 健氏　【モデレーター】



※タイトル・登壇者は急遽変更する場合があります。 

 令和７年５月 31 日（土）

 

パートナーセッション 
10：00～11：10

Architecture for Peace －建築による地域貢献と災害支援 
【登壇者】 
・建築家　坂 茂氏 
・丸井産業株式会社 代表取締役副社長　吉村 良介氏 
・独立研究者／著作家／パブリックスピーカー　山口 周氏　【モデレーター】

 【ケロッグ経営大学院主催】 
ビジネスが持つ平和の推進力：変わりゆく世界に立ち向かう 
ESG、サステナビリティと経済的レジリエンス 
【登壇者】 
・　ZettaJoule 社　シニアバイスプレジデント　木村 知之氏 
・　株式会社 NTT ドコモ・グローバル 執行役員 事業経営管理部門長　根本 隆二郎氏 
・　アライアンス・バーンスタイン株式会社 責任投資ヘッド　臼井 はるな氏 
・　ノースウエスタン大学ケロッグ経営大学院 紛争解決研究センター  

エグゼクティブ・ディレクター　シンシア・ワン氏　【モデレーター】

 

11：20～ 
12：30

 全体セッション⑤

Hiroshima Spirit～被爆からの復興、その先へ～ 
【登壇者】 
・　株式会社福屋 取締役副会長/広島経済同友会代表幹事（2025.5～）　香川 基吉氏 

・　国連訓練調査研究所（ユニタール）広島事務所 プログラム・オフィサー/ 
チームリーダー　シャムスル・ハディ・シャムス氏 

・　Li-mone 代表/Pride of Hiroshima 展学生統括　藤山 実咲氏 

・　叡啓大学ソーシャルシステムデザイン学部教授/（同大学）産学官連携・研究推進センター長/ 
県立広島大学大学院経営管理研究科（HBMS）教授　早田 吉伸氏　【モデレーター】

 

 パートナー 
セッション

【マッキンゼー・アンド・カンパニー主催】 
新しい CEO の使命：変化する世界秩序における課題と機会の舵取り 
【登壇者】 
・　ソニーグループ株式会社 代表執行役 会長　吉田 憲一郎氏 
・　タフツ大学フレッチャースクール教授／「半導体戦争」著者　　クリス・ミラー氏 
・　ハーバード大学ケネディースクール ベルファー科学・国際問題センター所長/ 

国際問題実務学ジーン・カークパトリック記念教授　メ―ガン・オサリバン氏 
・　マッキンゼー・アンド・カンパニーアジア 会長　ゴータム・クムラ氏　【モデレーター】

 

パートナーセッション 
12：40～13：50

【国際経営開発研究所*(IMD)主催】 
*「 International Institute for Management Development」の仮訳 
平和のためのガバナンス:公的機関やプライベートセクターから得られる教訓 
【登壇者】 
・　県立広島大学大学院経営管理研究科（HBMS）研究科長/一橋大学名誉教授/ 

デジタルハリウッド大学院 特命教授　米倉 誠一郎氏 
・　IMD ファイナンス担当教授　サルバトーレ・カンターレ氏 
・　IMD 北東 アジア代表　髙津 尚志氏

 【国際平和拠点ひろしま＋東京コミュニティ主催】 
Beyond Sustainability (ビヨンド　サステナビリティ) 
～ビジネスと平和を統合する新たな資本の可能性～ 
【登壇者】 
・　日本たばこ産業株式会社 取締役会長　岩井 睦雄氏 
・　シブサワ・アンド・カンパニー株式会社代表取締役/コモンズ投信株式会社会長　渋澤 健氏 

・　Tokyo Zebras Unite 共同創設者/代表理事　陶山 祐司氏 
・　社会起業家　白井 智子氏 
・　叡啓大学ソーシャルシステムデザイン学部教授/（同大学）産学官連携・研究推進センター長/ 

県立広島大学大学院経営管理研究科（HBMS）教授　早田 吉伸氏 
・　国際平和拠点ひろしま＋東京コミュニティ 代表　佐々木 喬史氏　【モデレーター】

 

　全体セッション⑥ 
　　14：00～15：10

　核兵器問題をグローバル課題へ押し上げるには 
【登壇者】 

　・　駐日ジャマイカ大使　ショ－ナ-ケイ M.リチャーズ氏 
・　長崎大学核兵器廃絶研究センター 教授 　樋川 和子氏 
・　一般社団法人 かたわら 理事　德田 悠希氏 
・　へいわ創造機構ひろしま(HOPe) プリンシパル・ディレクター　島田 久仁彦氏

 
　閉会 
　　15：20～15：40

　閉会 
・ サントリーホールディングス株式会社 代表取締役会長/経済同友会代表幹事　新浪 剛史氏 
・ 広島県知事　湯﨑 英彦氏



Mail：chiheiwa@pref.hiroshima.lg.jp 

FAX：082-228-1614 

（ＴＥＬ：082-513-2366） 
広島県地域政策局 平和推進プロジェクト・チーム　行 

日本経済新聞社　行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

媒　体　名：　　 

貴　社　名：　　 

取材者氏名：　　 

取材方法：　　　　　　　　会　場　　　　オンライン　　　（○で囲んでください）　　　 

取材希望日：　５月 30 日（金）　　　５月 31 日（土）　　　両日 

人　数：　　　 

TEL：　　 

FAX：　　 

メールアドレス：　　 

閉会後の知事等囲み取材：　　　希望する　　　希望しない　（○で囲んでください） 

（5 月 31 日閉会挨拶後） 

カメラ：　　　　　　　　　　有（ムービー/スチール）　　　　無　　（○で囲んでください） 

 

※お手数ですがこちらの返信用紙に必要事項ご記入の上、 

2025 年５月 28 日（水）15 時までに送信いただきますようお願い申し上げます。 

 

 

『2025 ひろしま国際平和＆ビジネスフォーラム』　取材申込書 

【日　　時】 令和７年５月 30 日（金）～５月 31 日（土） 

【場　　所】　グランドプリンスホテル広島　２階「瀬戸内」/ オンライン同時配信 

【会場取材にあたっての留意点】 

・撮影場所は、ムービーカメラ、スチールカメラともに先着順にてご案内いたします。 

・取材スペースに限りがございます。



取材要項・注意点について 

 

取材頂く際の注意事項がございますので、 

下記をご確認頂きご来場頂けますよう、何卒宜しくお願い申し上げます。  

 

--------------------------------------------------------------------------------  

○指定された取材以外で、ぶら下がりや囲み等でのお時間は予定しておりませんので、 
ご了承ください。  

○PRESS・関係者受付に名刺２枚をご提出ください。 

○会場内では、受付でお渡しするストラッププレス腕章やバッジを見える場所におつけください。 

○ビデオ撮影が許可された場合は、お客様の視界を妨げないよう、指定箇所にて、定点での撮影をお願

い致します。 

〇生中継・同時中継は認めておりませんので、ご注意ください。 

○スチールの場合、多少であれば動いて頂いてもかまいませんが、 

お客様の視界を妨げないよう、十分に留意いただき、最小限でお願い致します。 

○撮影時、一般の来場者様が写りこまないようご留意の程、お願い致します。 

○会場全景を撮影する場合は、来場者・聴講者・事前承諾を得ていない他の登壇者の顔が 

写らない、または明瞭に判別がつかない程度の広角での撮影としてください。 

○撮影されない方は関係者席、もしくは指定のプレス席にお座りください。 

○主催者名及び正しいイベント名を記事にて正しく告知頂けますよう、お願い致します。 

○当日の模様は、ライブ配信を予定しております。本催事はやむを得ない事情でオンライン配信のみに

変更させていただく場合もございます。 

上記の場合、事務局よりメールにてご案内いたしますが、開催直前になる場合もございますので、 

あらかじめご了承ください。 

〇５月 30 日（金）の開会前にメディア向けの説明会を開催する可能性がございます。 
取材申し込みのあった方に対し、別途ご案内させていただきます。 

〇本フォーラムでは、来場者の安全確保を目的に、５月 30 日（金）について、手荷物検査を実施する可

能性があります。 

 

 


